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学科主要科目

※カリキュラムは変更となる場合があります。

Pick up
生命科学で拓く
私たちの未来
　分子の視点で生命の仕組
みを解き明かし、社会の様々
な問題の解決を目指し、基
礎から応用まで幅広い教育・
研究を展開しています。
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学科の概要

生命科学科では、動物や植物、微生物の生命活動を分子レベルから理解することを目指し、得
られた知見を基盤として、これらを人類が直面している健康や食糧、環境問題などの解決に活用
することを目指しています。本学科は、教員の専門分野も農学・理学・医学など多様であり、基礎か
ら応用まで幅広い研究が行われ、学生の皆さんの多様な興味に応える環境が整えられています。
本学科では、生命科学の分野で専門家として活躍する人材や、生命科学の素養と同時に広い視野
と総合的な判断力を持った人材の育成を進めています。生命の謎に好奇心を持ち、生物の持つ能
力を人類のために役立てたいと考える、意欲的な学生を歓迎します。

カリキュラム解説

生命の仕組みを分子レベルで学ぶ
1年次は基礎科目群を中心に生命科学の基礎を学び、2・3年次は専攻科目群を中心により深く専門を学ぶた

めに、基礎から専門分野までの体系的なカリキュラムを組んでいます。また、3年次からは各自が興味を持った研
究室に所属して卒業研究に取り組みます。

医薬品・化学・
化粧品関連会社の
研究開発、営業

食品関連会社の
研究開発、営業

情報・環境
関連会社の
研究開発、営業

委託分析業務
分析機器会社の
研究開発、営業

大学院進学国家公務員
地方公務員 教員

目指す将来イメージ

Student Voice
 学生の声

生命科学科4年
有松 枝希佳さん
神奈川県私立フェリス女学院高等学校卒業

腸内細菌によって体を健康に

私の研究室では体にいい脂質を作る腸内細菌

や、腸内細菌によって生成された脂質に着目して研

究を行っています。その中でも私は腸内細菌によっ

て生成される共役リノール酸という脂質に着目して

います。アトピー性皮膚炎患者の皮膚に多い黄色ブ

ドウ球菌は共役リノール酸で増殖の阻害を行うこ

とができます。現在は先生や先輩と相談しながらこ

のメカニズムの解明に向けて実験を行っています。

メカニズムが解明されることでアトピー性皮膚炎の

治療に役立てることができるのではないかと考えて

います。思うようにいかないことも多々ありますが、

新たな発見をすることができると達成感を味わうこ

とができるため、日々実験を頑張ることができてい

ます。また、研究室活動では、実験以外にも様々なイ

ベントがあり、先生や先輩、後輩とも仲良くなれて、

とても充実した学生生活を送ることができていま

す。

研究に情熱を注ぎ、 
未来のフロンティアを切り開け

2025年のノーベル医学生理学賞では、免疫

反応を抑制する役割を持つ”制御性T細胞"の

発見という生命科学の研究が受賞されました。

過去にも”オートファジー”の発見や"mRNAワ

クチン"の開発などの生命科学の研究が受賞さ

れています。これらは、研究者達の尽きることの

ない好奇心と、失敗しても諦めずに前に進む心

強さで、成し遂げられました。研究を通して身に

付けた経験と知識は、先の読めない（VUCA；

ブーカの）時代を切り開くチカラになるでしょう。

失敗を恐れず、情熱を追求することは、"前へ”と

いう言葉で表せ、明治大学の特色の一つです。

明治大学で生命科学の探求心を育み、人類の

進展に貢献する研究をしてみませんか。

Message
 教員からのメッセージ

動物栄養学研究室
浅沼 成人教授
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3・4年次履修

生命科学入門
化学要論
動物生命科学
植物生命科学
分子生物学入門
遺伝学

細胞生物学
生物有機化学
基礎生化学
微生物学Ⅰ
キャリア教育
物理学概論
数学概論
留学認定科目

生命科学実験Ⅰ 生命科学実験Ⅱ

文献調査・特別研究　文献調査・特別研究（卒論）卒論関係科目群

基礎科目群専門の基礎を学ぶ 専攻科目群より深く専門を学ぶ

植物細胞生物学
植物環境生理学
環境応答植物学
タンパク質科学Ⅰ
微生物学Ⅱ
動物生理学Ⅰ

植物工学
植物機能制御学
環境応答生物学
分子遺伝学
生体防御学

動物を中心に学ぶ 植物を中心に学ぶ 微生物を中心に動物、
植物共通な事柄を学ぶ

分子生物学
植物生化学
物理学実験

動物生化学
バイオインフォマティクス入門
遺伝子工学

動物生理学Ⅰ
生体機構学Ⅰ
タンパク質科学Ⅰ
微生物学Ⅱ
植物細胞生物学

動物生理学Ⅱ
生体機構学Ⅱ
生体防御学
分子遺伝学
環境応答生物学
動物再生システム学

微生物学Ⅱ
タンパク質科学Ⅰ
動物生理学Ⅰ
植物細胞生物学
植物環境生理学
環境応答植物学

分子遺伝学
環境応答生物学
動物生理学Ⅱ
生体防御学
植物工学

分子発生学
ゲノム機能工学
細胞情報制御学
生物統計学
ウイルス学概論
バイオインフォマティクス
生殖生物学

植物分子生理学
糖鎖生物学
タンパク質科学Ⅱ
生体機能物質学
微生物工学
生物物理学

生体機能物質学
実験動物学
糖鎖生物学
タンパク質科学Ⅱ
生物物理学

生殖生物学
動物栄養学
神経科学
分子発生学
ゲノム機能工学
細胞情報制御学
生物統計学
ウイルス学概論
バイオインフォマティクス

ウイルス学概論
ゲノム機能工学
細胞情報制御学
分子発生学
生物統計学
バイオインフォマティクス
生殖生物学

微生物工学
糖鎖生物学	
タンパク質科学Ⅱ
生体機能物質学
植物分子生理学
生物物理学

1
年
次

生命科学実験Ⅲ 生命科学実験Ⅳ

生命科学分野の専門家（大学院、研究者） 生命科学分野の基礎知識を持った公務員、企業人、教員等

地学概論
地学実験
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